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2003年9月11日と12日に第22回病理標本検討会が七戸

研究施設で開催された。東北6県の家畜保健衛生所の病

性鑑定担当者，七戸研究施設職員，本所感染病研究部感

染病理研究室長および本所病理部門研修生の参加のもと

で，以下の10事例について検討がなされた。

1. 豚痘ウイルスによる豚痘瘡性皮膚炎

提出者：佐藤尚人（青森県）

提出標本：豚の皮膚

病　歴：豚，交雑種，4日齢，雌，肉用。繁殖母豚

1,654頭を飼養する農場において，2002年12月21日頃か

ら全身に円形の痂皮を有する子豚が認められた。痂皮が

認められた子豚の母豚は6頭。一腹中では2から4頭の子

豚で分娩時に病変が認められた。5頭を鑑定殺し，3頭か

ら病理材料を作製，そのうちの1頭を提出標本とした。

剖検所見：全身の皮膚に直径3～7mm大の痂皮形成お

よび中心部が陥没したクレーター状の病変が認められた。

舌には白色～黄白色の斑点が認められ，硬口蓋は直径3

～5mm大で中心部が陥没した病変が認められた。

組織所見：表皮では，細胞の変性壊死が認められ，好

酸性の細胞退廃物が層状に蓄積していた。表皮表層およ

び内部に球菌塊が認められた。一部の毛包では毛が消失，

細胞の変性壊死，好中球などの炎症細胞の浸潤が認めら
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れ，毛包構造の崩壊が認められた。有棘細胞層では，核

の空胞化，細胞の腫大および好酸性の細胞質内封入体が

認められた（写真1）。肝臓では，肝細胞の空胞変性，グ

リソン鞘への顆粒系細胞の集簇が認められた。

病原検索：抗豚痘ウイルスモノクローナル抗体を用い

たSAB法で，皮膚ならびに舌の病巣に一致してウイルス

抗原が認められた。また，電子顕微鏡観察では皮膚の有

棘細胞の細胞質内にポックスウイルス様粒子が認められ

た。細菌学的検査では皮膚および舌からStaphylococcus

hyicus，皮膚からS.aureusが分離された

診断と討議：組織診断名は豚痘ウイルスによる豚痘性

皮膚炎，疾病診断名は先天性豚痘とされた。豚痘ウイル

スの子宮内感染による先天性豚痘の症例で，外国でも報

告の少ない希な症例である。皮膚病変は有棘細胞の核の

空胞化と好酸性の細胞質内封入体に加え，変性壊死病変

が強く，これらの病変には他の病原体の関与も疑えるの

ではとの意見が出された。また，食道の粘膜上皮細胞で

核の空胞化が認められたことから，豚痘ウイルスの関与

も考えられるのではとの意見も出されたが，抗豚痘ウイ

ルスモノクローナル抗体を用いたSAB法では陽性抗原は

認められず，ウイルスの関与は確定できなかった。

2. 山羊関節炎・脳脊髄炎ウイルス感染若齢山羊の右側

手根関節における非化膿性骨髄炎を伴う非化膿性関

節炎

提出者：高橋幸治（宮城県）

提出標本：山羊の右手根関節

病　歴：山羊，シバヤギ，約7～6ヶ月齢，雄，全身麻

酔（ペントバルビタールNa）後に放血殺。山羊関節炎・

脳脊髄炎(CAE）の発生が確認（2002.8.28）された（独）

家畜改良センター長野牧場からシバヤギを導入していた

ため，本農場で飼養の全個体について抗体検査を実施し

た（動衛研）。本個体は抗体陽性であり畜主の依頼によ

り鑑定殺が実施された。鑑定殺時には臨床症状は認めら

れなかった。

剖検所見：体重は12kg，両前肢手根関節にて関節腔液

が軽度に増量していた。その他，著変は認められなかっ

た。

組織所見：右手根関節では，腱組織の一部にリンパ球

を主体とした集簇巣を認め，関節包の滑膜ならびに線維

膜には瀰漫性に中程度から重度なリンパ球と形質細胞が

浸潤し，また，散在性にリンパ球の濾胞状構造が認めら

れた（写真2）。線維膜には壊死を伴う部分がみられ，滑

膜ではリンパ球と形質細胞が浸潤し，滑膜包内には線維

素の重度析出と壊死がみられた。また，骨髄には壊死部

を中心にしたリンパ球やマクロファージの集簇巣が散見

された。肺の小動脈ならびに細気管支周囲には結節状に

軽度から中程度のリンパ球浸潤が散見された。
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写真１ 有棘細胞層に認められた核の空胞化，細胞
の腫大および好酸性の細胞質内封入体。
HE染色，×400。（挿入写真）変性した有
棘細胞は細胞質内封入体を含む細胞質が一
様に豚痘ウイルス抗原陽性となった。抗豚
痘ウイルスモノクローナル抗体を用いた
SAB法，×400。

写真２ 右手根関節の関節包滑膜ならびに線維膜に
みられた中程度から重度のリンパ球と形質
細胞の浸潤。HE染色，×100。



病原検索：ウイルス学的検査では寒天ゲル内沈降反応

試験（マエディウイルスの糖タンパク抗原に対する沈降

反応）は陽性，ウイルス分離陰性であるが，Nested-

PCR法によりCAEウイルス（CAEV）の遺伝子断片が

洗浄白血球，関節乳剤，および関節液腔液から検出され

た。さらに，ダイターミーネーター法により検出された

遺伝子断片の塩基配列を解析し，既知のCAEVのヌクレ

オチドとの相同性を比較して同ウイルスと同定した。細

菌学的検査は実施しなかった。

診断と討議：組織診断名は山羊関節炎・脳脊髄炎ウイ

ルス感染若齢山羊の右手根関節における非化膿性骨髄炎

を伴う非化膿性関節炎，疾病診断名は山羊関節炎・脳脊

髄炎とされた。CAEの症状は2～4ヶ月齢の子山羊で見

られる致死性の神経症状，2～3歳以降の成山羊で見られ

る関節炎と成山羊では緩やかな神経症状を呈するタイプ

がある。本症例は若齢にもかかわらず病理組織学的に関

節炎像を認めた症例であった。また，骨髄に非化膿性炎

症反応を認め，CAEでは希な所見との意見が出された。

3. 山羊関節炎・脳脊髄炎ウイルス感染山羊の著しいリ

ンパ球浸潤と肺胞内好酸性，物質貯留を特徴とする

間質性肺炎

提出者：小島浩一（栃木県），

播谷　亮，木村久美子（動衛研）

提出標本：山羊の肺

病　歴：山羊，日本在来種，雌，5歳。2002年8月，

（独）畜産草地研究所にて繋養の山羊1頭に両前肢手根部

の軽度腫脹が認められた。山羊関節炎・脳脊髄炎（CAE）

を疑い隔離飼育されたが，CAEウイルス（CAEV）の

抗体検査は陰性であった。その後，経過観察をしてきた

が，同年10月に，削痩，乳房周囲および上唇部に鶏卵大

～手拳大の腫瘤が認められたため鑑定殺した。

剖検所見：削痩，乳房における多発性膿瘍，上唇にお

ける単発性膿瘍，斑状出血を伴う肺炎および左右手根関

節の軽度腫脹が観察された。その他著変は認められなか

った。

組織所見：気管支，細気管支，動脈周囲および肺胞壁

には，中等度～高度のリンパ球浸潤が見られた。肺胞壁

は，高度のリンパ球浸潤とⅡ型肺胞上皮細胞の過形成に

より広範囲にわたり肥厚していた（写真3）。免疫組織化

学的検査では，濾胞を構成する少数のリンパ球がBリン

パ球表面抗原であるCD79a（M7051, DAKO）陽性を呈

した以外，大多数のリンパ球がTリンパ球表面抗原であ

るCD3（M7254, DAKO）陽性を呈した。一方，肺胞腔

内には，マクロファージ浸潤を伴い，微細顆粒状と硝子

様の2種類の好酸性物質の貯留が瀰漫性に観察された。

PAS染色では両者とも陽性を示したが，PTAH染色では

微細顆粒状物質は陰性であり，硝子様物質は一部陽性を

呈した。サーファクタント蛋白A（AB3424, Chemicon

International）に対する免疫組織化学的染色法を実施し

たところ，微細顆粒状物質は陽性，硝子様物質は陰性を

呈した。一部の細気管支では軽度の好中球浸潤が観察さ

れたが，免疫組織化学的検査では，この病変に一致して

Pasteurella multocida抗原（抗 P.multocida AおよびD家

兎血清，動衛研）が検出された。その他，乳房における

多発性膿瘍および非化膿性乳腺炎，上唇における単発性

膿瘍，左右手根関節における非化膿性関節炎および関節

周囲炎が観察された。

病原検索：細菌学的検査により乳房及び上唇の膿瘍よ

りArcanobacterium pyogenes，肺炎病巣よりP.multocida

が分離された。ウイルス学的検査では，剖検時血清を用

いてCAEVに対する抗体検査をゲル内沈降反応により実

施したところ，微弱陽性反応が確認された。

診断と討議：組織診断名は，山羊関節炎・脳脊髄炎ウ

イルス感染山羊の著しいリンパ球浸潤と肺胞内好酸性物

質貯留を特徴とする間質性肺炎，疾病診断名は，

A.pyogenes感染による多発性膿瘍を伴った山羊関節炎・

脳脊髄炎とされた。本例の肺病変は，CAEの肺病変と

して報告されているものと一致したが，今回，免疫組織

化学的検査により，浸潤したリンパ球の大多数がTリン

パ球であることが新たに確認された。このことから，病
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写真３ 高度のリンパ球浸潤とⅡ型肺胞上皮細胞の
過形成により広範囲にわたり肥厚した肺胞
壁。HE染色，×200。肺胞壁に浸潤した大
多数のリンパ球がCD3（Tリンパ球表面抗
原）陽性を呈した。SAB法，×400。
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変形成には細胞性免疫応答が関与していることが推察さ

れた。討論では，肺胞内への好酸性物質の貯留につい

て，肺胞蛋白症と称するのが適当ではないかとの意見が

あった。しかし，人の肺胞蛋白症では，肺胞内に貯留し

た好酸性物質は顆粒状を呈し，肺胞壁では細胞浸潤は観

察されないと記載されているなど，本症例の所見と相違

点があるため，この用語を本症例に適用するのは不適切

と判断された。また，肺胞上皮細胞内に封入体様の好酸

性物質が観察されたという指摘があったが，これはマエ

ディ・ビスナの肺炎で観察される細胞質内封入体と形態

的には類似しているが，本態は不明であるとされた。

P.multocidaの肺病変への関与については，好中球浸潤

が軽度であることと，一部細気管支のみに陽性抗原が検

出されたことから，軽度であると考えられた。

4. 15日齢の子豚心臓に認められた幼若細胞の増殖を伴

う化膿性心筋炎

提出者：中嶋宏明（山形県）

提出標本：豚の心臓

病　歴：豚，交雑種，15日齢，雄，肉用。2002年9月

17日に娩出された12頭のうち，約1週間で6頭が死亡し

た。10月1日に原因究明のため鑑定殺を実施した。

剖検所見：心筋ならびに脾臓において，び慢性の巣状

結節が密発していた。その他，心嚢水の増量とフィブリ

ン析出，および腎臓の点状出血がみられた。

組織所見：心臓では，筋層において中等度の心筋の変

性・壊死と好中球ならびにマクロファージを主体とする

中等度～重度の細胞浸潤が層状～び慢性に多数認められ

た。病変部には中等度の結合組織増生がみられた。変

性・壊死部位の心筋では，中型～大型の明るい核をもつ

弱酸性の細胞質を呈する幼弱細胞が多数観察された（写

真4）。幼弱細胞はPTAH染色陰性であった。心外膜下組

織ならびに心筋層の結合組織においてもリンパ球ならび

に好中球を主体とする軽度～中等度の細胞浸潤と線維芽

細胞の増生が認められた。肝臓では微小膿瘍が多数観察

され，また髄外造血が認められた。肝リンパ節では濾胞

リンパ球の中等度～重度の減少がみられた。脾臓では赤

脾髄において髄外造血がみられ，白脾髄ではリンパ球の

中等度～重度の減少が認められた。気管支リンパ節なら

びに鼠頚リンパ節では辺縁洞と小柱洞において軽度～中

等度の好中球浸潤が散見された。腸間膜リンパ節はリン

パ濾胞の軽度腫大がみられ，体表リンパ節はリンパ球の

軽度減少が認められた。大脳では皮質と髄質の両方に好

中球を主体とする中等度～重度の細胞が巣状～層状に観

察され，大小血管においては好中球を主体とする多層の

囲管性細胞浸潤がみられた。腎臓，肺，骨格筋，および

膀胱には著変は認められなかった。

病原検索：大腸菌毒素検査（十二指腸内容物由来）で

は，LT，ST，VT，eaeAおよびinvのいずれも陰性で

あった。豚コレラウイルスの分離，ブタサーコウイルス

2型ならびに豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルスのPCR法，

およびオーエスキー病ウイルスの抗体検査のいずれも陰

性であった。また，心臓における抗PCV2抗体を用いた

免疫組織化学的染色法は陰性であった。

診断と討議：変性・壊死部位の心筋において多数認め

られた細胞は幼弱細胞の特徴を呈していたことから，本

症例は幼若細胞の増殖を伴う化膿性心筋炎と診断された。

原因は特定されなかったが，心臓と同様の好中球浸潤が

大脳において認められ，これらは新生子期に形成された

病変と推察された。

5. 汎動脈炎および壊死性乳房炎が併存した搾乳牛の1例

提出者：田村　貴，清宮幸男（岩手県）

提出標本：牛の乳腺および腎臓

病　歴：ホルスタイン種，7歳，雌。2003年5月23日

から26日にかけて，搾乳牛48頭を飼養するスタンチョン

牛舎において3頭が乳房炎に罹患し，1頭は発病3日後に

死亡した。 病牛は40.0℃の発熱，食欲不振ないし廃絶，

泌乳の停止および罹患分房からの化膿性滲出物の排泄を

示した。当該牛は発病4日後に起立不能に陥り，抗生物

質等による治療の効果が得られず，発病18日後に剖検に

供された。発病した3頭は互いに近接する牛床に存在し，

敷料としてオガクズが使用されていた。

4 県病理担当者，動物衛生研究所，動物衛生研究所七戸研究施設

写真４ 心筋変性部位に認められた中型～大型の明
るい核をもつ弱酸性の細胞質を呈する幼弱
細胞の浸潤。HE染色，×400。



剖検所見：右側後区乳分房は腫大し硬化していた。割

面上，鶏卵大から手拳大の黄白色を呈する壊死巣が散在

し，壊死巣周囲に増生した結合組織により正常域との明

瞭な境界を有した。その他，筋間織の膠様浸潤ならびに

結合組織の増生を伴う左側大腿筋の変性および壊死，両

側手関節を被う皮膚の壊死および皮下織の膠様浸潤，な

らびに舌に小豆大の潰瘍がみられた。

組織所見：主要な組織学的変化は右側後区乳分房およ

び全身諸組織に分布する小型ないし中型の動脈に観察さ

れた。同分房には，多数の小葉に及ぶ広範囲の凝固壊死

巣が観察された。凝固壊死巣は好中球浸潤層により縁取

られ，その外層にはリンパ球，形質細胞および組織球の

浸潤を伴う膠原線維の増生がみられた。壊死巣内には漿

液線維素性滲出物により拡張した小葉間結合組織および

腺房間組織，小静脈，毛細血管およびリンパ管の線維素

性血栓ならびにグラム陰性小桿菌の集簇が存在した。壊

死巣辺縁部に位置する乳管は多量の線維素化膿性滲出物

を容れ，上皮細胞は剥脱，過形成および重層扁平上皮化

生を示した。内腔の滲出物が器質化された乳管もみられ

た。他の分房では腺房への軽度な好中球浸潤が認められ

た。動脈炎が腎臓，第一胃から直腸に至る消化管および

腸間膜に頻発し，乳腺，肝臓，心臓，副腎，下顎腺，胆

嚢，膀胱，気管，骨格筋，硬膜等の全身諸組織にも存在

した（写真5）。様々な病期を示す動脈炎が同一標本上に

観察された。すなわち，初期病変は内皮細胞の腫大，内

膜および中膜のフィブリノイド変性ならびに動脈壁全層

への好中球および単核細胞の軽度な浸潤，中期病変は単

核細胞および線維芽細胞の顕著な浸潤を伴う壁全層の壊

死，ならびに後期病変は壁の線維化および外膜への単核

細胞および形質細胞の浸潤により特徴づけられた。 内

弾性板の変性，断裂および消失が初期病変からみられ，

病期の進行に伴い重篤化した。その他，肝臓の多発性巣

状壊死，第四胃粘膜のびらんおよび髄外造血がみられた。

病原検索：右側後区乳分房の病変部よりKlebsiel la

pneumoniaeが分離された。

診断と討議：K.pneumoniae乳房炎および汎動脈炎と

診断された。汎動脈炎はフィブリノイド変性がみられる

こと，および同一標本上に様々な病期の病変が存在する

ことからⅢ型アレルギーとの関連が疑われ，今後，病巣

内における免疫グロブリンの存在の有無について免疫組

織化学的に検討する必要がある。

6. 高度の住肉胞子虫寄生による非化膿性心筋炎

提出者：阿部由香（秋田県）

提出標本：牛の心臓

病　歴：牛，ホルスタイン種，21ヶ月齢，雌。2002

年6月20日，自家産未経産牛が胎齢約6ヶ月で流産した。

妊娠期間中から食欲不振を示し，流産後はケトーシス様

症状を呈した。その後，四肢と尾に脱毛と発赤を呈し加

療するが効果なく，予後不良のため安楽殺を実施した。

当該農場では，同年6月から7月にかけて自家産初産牛2

頭が流死産後に弊死し，うち1頭は本症例と同様の症状

を呈していた。

剖検所見：眼瞼，下顎部から頚部および乳房皮膚に発

疹・腫瘤が認められた。その他，著変は認められなかっ

た。

組織所見：心筋では，筋線維内に高度に住肉胞子虫の

ザルコシスト寄生を認め，間質に軽度のリンパ球浸潤を

認めた（写真6）。骨格筋では，筋線維内にザルコシスト

寄生を認め，一部筋線維の硝子様変性と単核球細胞の浸

潤を認めた。その他，舌ならびに食道の横紋筋線維内に

も，ザルコシスト寄生を認めた。脳では単核細胞による

囲管性細胞浸潤，グリア結節および神経食現象を軽度に

認め，ザルコシスト寄生も認めた。他に眼瞼皮膚に線維

乳頭腫が認められた。

病原検索：抗Sarcocystis血清を用いた免疫組織化学染

色法では心筋のザルコシストに陽性反応が見られた。脳

における抗Toxoplasma gondii血清と抗Neospora

caninum血清を用いた免疫組織化学的染色法は陰性であ

った。電子顕微鏡観察において，心筋のザルコシストの

シスト壁は薄く，小さな突起を有していた。

診断と討議：間質における軽度なリンパ球浸潤とシス

ト壁が壊れた住肉胞子虫に対するマクロファージ等の応

動衛研研究報告　第111号，1-8（平成17年３月）
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写真５ 単核細胞および線維芽細胞の顕著な浸潤を
伴い壁全層の壊死が認められる動脈炎（中
期病変）。HE染色，×200。
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答が認められたため組織診断名は高度の住肉胞子虫寄生

による非化膿性心筋炎とされた。電子顕微鏡観察におい

て，シスト壁に小さな突起を有することから，

Sarcocystis cruziと同定された。牛に寄生する住肉胞子虫

はS.cruziとS.hirsutaとS.hominisの3種であるがS.cruziは

他の2種よりシスト壁が薄く，大きさも500μmと微少で

あり組織所見でおおよその検討がつけられる。免疫組織

化学的染色法では3種に交差反応が認められるため，同

定には電子顕微鏡観察が有用である。

7. ドバトにみられたTetrameres fissispina症

提出者：矢野　敦史（香川県），

久保正法，谷村信彦（動衛研）

提出標本：ドバトの腺胃

病　歴：ドバト，雌。2001年5月7日，右目失明，左

肩を損傷した状態で保護された。その後，飼育を続けて

いたが2003年6月16日に死亡し，ウエストナイルウイル

スサーベイランス材料として持ち込まれた。

剖検所見：両足の先端が潰れていた。腺胃表面に2～

3mm大の黒色球形の虫体が数個みられ，虫体は粘膜か

ら容易に遊離できた。腺胃内，消化管内に回虫寄生がみ

られた。

組織所見：陰窩腔を拡張するように雌虫が寄生し（写

真7），虫体の中心に消化管，その周囲に無数の虫卵およ

び含子虫卵を容れた卵管がみられた。雄虫は通常の線虫

状であり，同じ陰窩腔に雌に寄り添うように寄生してい

た。虫体のいない粘膜腔内は粘液分泌亢進がみられ，粘

膜下織の軽度水腫およびリンパ球の軽度浸潤がみられた。

腺胃腔内に回虫の寄生もみられた。

病原検索：顕微鏡写真から虫卵および含子虫卵の大き

さは40～50×25～30μm，走査型電子顕微鏡による測定

から雌虫体の大きさは長さ2.5mm，径1.9mmであった。

Tetrameres属にはT.fissispinaとT.americanaがあり，前

者の雌は長さ1.7～6.0mm，径約1.3～5.0mm，虫卵の大

きさは48～56×26～30μm，後者の雌は長さ3.5～4.5mm，

径約3.0mm，虫卵の大きさは42～50×24μmであること

から，Tetrameres fissispinaと同定した。

診断と討議：組織診断名はTetrameres fissispina寄生

の腺胃，疾病診断名はTetrameres fissispina症とされた。

腺胃におけるカタル性炎について議論されたが，寄生数

のわりに生体反応が乏しいことから共生していると判断

され，カタル性炎とされなかった。

8. Corpora amylaceaの見られたクジャクの小脳

提出者：松井安弘（福島県）

提出標本：クジャクの小脳

病　歴：クジャク，雄，3才を超過，死亡例。2002年

6月3日11時45分に小学校で飼育する1つがいのクジャク

のうち，雄一羽が死亡しているのが発見された。同日朝

には異常もなく，11時半頃羽をばたつかせ暴れているの

を児童らから目撃されていた。下痢等の異常所見は見ら

れず，飼料は市販の鶏用の配合飼料を給与しており，ワ

クチン等の接種歴はなかった。同居するメスのクジャク

に異常は見られなかった。

剖検所見：臓器，骨格筋に著変は認めず，羽毛にハジ

ラミの寄生を認めた。

6 県病理担当者，動物衛生研究所，動物衛生研究所七戸研究施設

写真７ 腺胃に寄生したTetrameres fissispina。HE
染色，×100。

写真６ 心筋に認められた住肉胞子虫のザルコシス
ト寄生。シスト壁が壊れた住肉胞子虫に対
してマクロファージ等の細胞応答が認めら
れる。（挿入写真）小さな突起を有する薄い
シスト壁。透過型電子顕微鏡写真，×5,000。



組織所見：小脳では顆粒層及び髄質に好塩基性円形の

滴状物が散見された（写真8）。同様の滴状物は希に大

脳，延髄，脊髄にも見られた。滴状物の染色性状はコン

ゴーレッド陰性，PAS陽性，ムチカルミン陰性，と銀染

色陽性，アルシアンブルー弱陽性，トルイジンブルー陽

性およびルクソールファーストブルー陰性であった。大

脳軟膜に同心円状の大きな石灰化巣が散見された。腎臓

では尿管粘膜固有層には単核球系細胞の中等度の浸潤が

見られた。心臓では筋線維間に単核球系細胞，偽好酸球

の小浸潤巣が散見された。肺では細気管支壁に黒色から

帯緑色半透明の結晶状異物物を取り込んだマクロファー

ジの集塊が散見された。

病原検索：心臓，肝臓，肺，腎臓，脾臓，脳および腸

管内容について細菌学的検査を実施したが，優位菌は分

離されなかった。

診断と討議：滴状物は各種染色態度からポリグルコサ

ン小体と考えられた。ポリグルコサン小体はミオクロー

ヌスてんかん患者の神経細胞内に見られるLafora小体と，

加齢に伴いアストログリア突起内に見られ病的意義を持

たないCorpora amylacea（アミロイド小体，類澱粉小

体，澱粉様小体）が考えられるが，神経細胞体内に認め

られないことがGFAP抗体を用いた免疫組織化学的染色

法からも裏付けられ，滴状物はCorpora amylaceaと診

断された。このクジャクの年齢は定かでないものの，か

なり高齢であったことが推察された。

鳥類でのCorpora amylaceaの記載例は少ない。なお，

死亡原因の究明には至らなかった。

9. 3-メチルインドール投与牛にみられた急性間質性肺炎

提出者：及川俊徳（宮城県），播谷　亮，

木村久美子，堀野理恵子（動衛研）

提出標本：牛の肺（左後葉）

病　歴：牛，ホルスタイン種，3歳，雌。3-メチルイ

ンドール（3MI）の牛呼吸器に対する毒性を確認する目

的で，0.25g/kgの3MI縣濁液を第一胃に装着したフィス

テルから投与した。投与後6時間から呼吸数は増加し，

48時間では呼吸促迫（90回／分）と強い腹式呼吸が認め

られた。その後，腹式呼吸は高度となり，投与後53時間

目に安楽殺を実施した。

剖検所見：肺全体に軽度の間質性気腫を散在性に認め，

境界不明瞭な暗赤色病巣をモザイク状に認めた。肺表面

には点状出血を全体に認めた。また，膀胱では母指頭大

の出血斑が単在し，その周囲には点状出血が散見された。

また体表リンパ節は軽度に腫大していた。

組織所見：肺では軽度～中等度の充うっ血および水腫

をびまん性に認めた。病変は特に左後葉で高度であった。

肺胞腔内には漿液および線維素が貯留し，軽度～中等度

の肺胞上皮細胞の脱落および軽度～中等度の硝子膜の形

成をび慢性に認めた（写真9）。また肺胞壁では軽度のマ

クロファージ浸潤がび慢性に存在した。左前葉では軽度

のカタル性気管支炎が散見された。ケラチン（抗牛ケラ

チン家兎血清，牛脾臓アセトンパウダーで吸収後使用，

DAKO）の免疫組織化学的染色法ならびに透過型電子顕

微鏡により，肺胞上皮細胞の顕著な脱落が確認された。

また，抗ヒトマクロファージマウス血清（CD68 DAKO）

の免疫組織化学的染色法により肺胞壁におけるマクロフ

ァージの軽度浸潤，サーファクタント蛋白A（AB3424
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写真９ 肺胞内水腫，肺胞上皮細胞の脱落および
び慢性の硝子膜形成。HE染色，×200。

写真８ 小脳顆粒層及び髄質に認められたCorpora
amylacea（アミロイド小体）（矢印）。HE
染色，×600。
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8 県病理担当者，動物衛生研究所，動物衛生研究所七戸研究施設

Chemicon International）の免疫組織化学的染色法によ

りⅡ型上皮細胞の軽度増数と脱落が認められた。肺胞腔

内にもサーファクタントの貯留を認めた。

その他の所見としては第四胃の粘膜固有層に軽度のリ

ンパ球と形質細胞の浸潤をびまん性に認めた。大脳の線

条体および間脳では白質の軽度空胞化が認められた。

病原検索：未実施。

診断と討議：組織診断名は3-メチルインドール投与牛

にみられた肺水腫の著しい急性間質性肺炎，疾病診断名

は3-メチルインドールの実験投与例（3-メチルインドー

ルによる急性間質性肺炎）とされた。肺病変について

は，3MIが主として肺胞上皮細胞を傷害し，それに伴い

水腫，硝子膜形成および細胞浸潤と起きている像，すな

わち間質性肺炎の初期変化であると考えられた。今後は

さらに病態の進んだ症例について解析し，病変の転帰に

ついて明らかにする必要がある。

10. ハイエナ病様体型を示した牛の大腿骨骨端軟骨の異

形成

提出者：大山貴行（岩手県）

提出標本：牛の大腿骨

病　歴：牛，黒毛和種，12ヵ月齢，雌，繁殖。2002

年7月18日出生，6ヵ月齢時より十字高部の沈下，後躯の

発育不良および歩様蹌踉が認められ，著しく症状が顕著

化した12ヶ月齢時に病性鑑定を実施した。発生は1頭の

みで，当該牛母牛は泌乳能力が低下しており，出生直後

から4ヵ月齢時まで人工哺乳を実施し，併せてビタミン

AおよびEを含む飼料添加剤を給与した（推定給与総量

はビタミンA：505，500IU，酢酸dl-α-トコフェロー
ル：1.005mg）。剖検時，体高115cmおよび十字部高

100cmで，日本飼養標準発育計算値に比して，体高はほ

ぼ正常範囲内で成長していたのに対し，十字部高は14cm

低下していた。背線は後方に向かい斜傾し，膝関節の伸

張は不十分で，常に屈曲しておりハイエナ病様の体型を

示していた。

剖検所見：大腿骨は短縮し，骨頭はやや扁平化してい

た。同部骨端部の割面において，骨端軟骨板は波状走行

して幅は不整で，中央部より骨幹に向け縦方向に走る白

色線状病巣が観察された。各関節では関節液の中等度増

量が認められた。他臓器では空腸に幅10mm体長1mの

条虫1隻の寄生を認め，両眼球水晶体は混濁していた。

組織所見：大腿骨骨頭部の骨端軟骨板中央部は軟骨板

が消失し，縦方向に走行する骨梁が形成されていた（写

真10）。増殖層における軟骨細胞は減数し，柱状配列は

不明瞭で，線維性骨組織が増生していた。アルシアンブ

ルーおよびトルイジンブルー染色において異染性を示す

軟骨器質は部分的に不均質，細線維状であった。また乳

頭状に軟骨細胞が増生する部分も観察された。石灰化層

の骨端側表面および静止層の類骨において破骨細胞およ

び骨芽細胞の腫大および増生が認められた。他臓器では，

空腸の固有層から漿膜に瀰漫性の好酸球を主とする炎症

細胞浸潤が，水晶体では水晶体上皮細胞の増生および直

下実質の顆粒状・好酸性増加を示す変性病変が認められ

た。

病原検索：有意菌は分離されなかった。

診断と討議：組織診断名は大腿骨骨端軟骨の異形成と

され，疾病診断は不明であった。本病の原因について討

議され，臨床症状よりハイエナ病が疑われたが，病理学

的所見よりハイエナ病に観察される全身の長骨に病変が

認められず，大腿骨にのみ病変が認められたこと，また

疫学的にビタミンA過剰投与歴がなかった点から，本病

の関与は否定的であるとの意見が出された。本事例は大

腿骨の骨端軟骨の部分的閉鎖が観察されたことからハイ

エ病様の体型の異常に至ったと思われた。

写真10 大腿骨骨頭部の骨端軟骨板中央部は軟骨板
が消失し，縦方向に走行する骨梁が形成さ
れていた（写真右側）。HE染色，×40。


